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Abstract 
In elementary school in the 1910s through the 1940s, Japanese Kakikata, bordering 1931 through 1933, 
converted educational theory from “writing with a p巴ncilfor practical use”to “writing with a brush for ar-
tistic purposes.”With the rise of theory，“writing with a brush for artistic purposes”and the academic sub-
ject “art course calligraphy" started to become independent in 1941. 
In this study, these backgrounds have been examined from the point of view of linguistics and Japanese edu-
cation in the context of brush-using calligraphy. The practical value of brush-using calligraphy was being lost 
due to the recognition of the“letter as the symbol of language" based on western linguistics. Instead of this, 
brush-using calligraphy would emphasize the psychological and artistic aspects in the Japanese education sys-
tem. 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(16）小林英夫の訳した原著は、 Ferdinandde Saussure 
著 CharlesBally & Albert Sechehaye編『Coursde 
42 杉山勇人
Linguistique GeneraleJ （第2版、 1922年。）である。 (2015年 9月30日受稿）
(17）加瀬藤園編『古筆かな字典』（三省堂、 1950年。）
からの引用。
(18）前島来輔（密）「漢字御廃止之議」慶応2(1866) 
年。（吉田澄夫・井之口有一編『国字問題論集』富山
房、昭和25(1950）年、所収。）
(19）田代其次（秋鶴）「法帖研究教育書道要説』賢文
館、昭和9(1934）年。
(20）沢柳の毛筆廃止論としてはこのほかに「筆不精」
（『退耕録』丙午社、明治42(1909）年、所収。〕、「書
方教授法雑感」（「教育時論』第1003号、大正 2
(1913〕年2月25日）がある。
(21)拙稿「国語科「書キ方」の成立背景一明治33年小
学校令施行規則における習字科の国語科への統合を
めぐって J『書写書道教育研究』第26号、全国大学
書写書道教育学会、平成23(2011)年。
(22）成城小学校における毛筆廃止論については、前掲
注（13）に詳しい。
(23）中西慶爾『比白井天来伝』木耳社、昭和61(1986) 
年。
(24）保科孝一『国語学精義」（同文館、 1910（明治43)
年。〕にすでに、ローマ字採用、毛筆廃止の主張がみ
える。
(25）山田孝雄『国語学史要』岩波書店、昭和10(1935）。
時枝誠記「国語学原論』岩波書店、昭和16(1941) 
年。
要旨
大正 e 昭和戦前期の小学校国語科書キ方は、昭
和 6～8年ころを境に「実用としての硬筆J論か
ら「芸術としての毛筆」論へとその教育理念を転
換する。「芸術としての毛筆」論の台頭は、昭和
16年の国民学校令において「芸能科習字」が独立
教科となる契機となった。本研究ではこの教育理
念の転換の理由について、背景となる言語学＠国
語教育学における毛筆書字の位置づけから考察し
ている。西洋言語学に基つ、いた「文字は言語の符
牒である」という文字観によって、毛筆書字の実
用的価値は失われていった。かわって毛筆書字は、
精神的側面＠芸術的側面を強調し、国語教育から
離れていったのである。
